
















































































































































































































































































































































ても作者としての 「自分」 と、対象化された登場人物としての 「自分」を混同するべきではない。葛西
の場合、 1人称で語られていても、あえて過去の小説テクストの登場人物を挿入するという戦略的な
方法が用いられており、 二葉亭や独歩の影響を単純に結びつけるのは適切とは思えない、と回答した。
小曽戸明子氏は、 ①「椎の若葉Jのような口述筆記は小説の世界で、は一般的なのか、 ②筆記者の古木
と葛西はどのような関係にあったのか、 ③レジュメに 「午後の三時頃から始め、翌朝の午前三時頃ま
で」筆記した、とあるがこの筆記方法に何か意味があるのか、と訊ねた。発表者は、 ①大庭みな子等
の例もあるが、口述筆記は少数派である。②古木は葛西の弟子筋にあたり、後に葛西の勧めで本人も
小説や随筆を書く ことになる。当初は作家と編集者という関係にすぎなかった。③一晩で一気に語っ
たものといわれるが、大枠の構想はすでに葛西の念頭にあったと思われる。古木は脱稿後の葛西の加
筆 ・修正はないと述べている、と答えた。
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